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	 マルサスの『人口論』[1]やローマクラブの『成
長の限界』[2]で指摘され，今世紀の人類の最大
の課題の一つが，人口の急増にともなう食糧不

足の問題である．毎年，1億人も人口増加が有
るのに対して，耕地面積は近年，ほぼ横ばいの

状態となっており，1人あたりの収穫面積は
1960年代をピークとして20%も減少している
[3]．この減少を生産性の向上で補ってきたが，
このために多くのエネルギーを使用している．

図1に示すように，農業生産性の向上は，品種
改良に加えて灌漑，堆肥，作物保護によってな

される．化学肥料・農薬の使用や農業機械の導

入により生産性を2倍にするのに，10倍ものエ
ネルギー投入が必要になったと推定されてい

る．従来法による生産性向上は，先進国では限

界に近く，発展途上国では費用面で普及しにく

い．さらに，残留農薬の危険性のも指摘されて

いる．以上のように，従来法に代わる画期的な

農業生産性向上法が求められている． 
	 新しい農業生産性向上法としてプラズマを

用いた方法が近年注目され，世界中で盛んに研

究されている．主なプラズマ応用を図1に示す．
大気圧非平衡プラズマ (Te≈2.5eV,Ne≈1014cm-3)
は，室温近傍でOHなどの酸化ラジカル(ROS)を
1014cm-3程度の高フラックスで照射出来る点に

特長がある．生成ラジカルは反応性が高く短寿

命であるため，農薬などと比較して速効性が高

く残留性な低い利点がある． 
	 図1に示したプラズマ応用のうち，特に種子
へのプラズマ照射による成長促進・収量増加は，

エネルギー効率が高く，極めて低コストで良い

結果が得られる[4-14]．具体的には，種子へ3分
程度のプラズマ照射を行うことにより，栽培期

間の10-30%短縮，種子収穫量の50-100%の増加
がもたらされる．このような成長促進は，これ

までに7種類以上の植物で確認されており，あ
る程度の一般性がある効果であることが分か

っている．また，水耕栽培，土耕栽培，肥料の

有無，環境制御の有無とうの様々な栽培法にお

いて，同様の結果が得られている． 
	 これ以外のプラズマ応用例についての研究

の現状についても簡単に紹介する． 
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図 1	 農業生産性向上に関わる様々なプラズ
マ応用． 


